
ち
ろ
ん
、
マ
ス
ク
や
防
護
服
の
処

理
な
ど
、
と
て
も
緊
張
感
が
高
い

厳
し
い
状
況
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
、

公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
に
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
皆
さ
ん
に
、
先

日
、
環
境
大
臣
名
で
感
謝
の
手
紙

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
省
で
は
ご
家
庭
で

の
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
適
切

な
捨
て
方
な
ど
を
分
か
り
や
す
い

チ
ラ
シ
に
し
ま
し
た
。
環
境
省
の

サ
イ
ト
か
ら
「
マ
ス
ク
の
捨
て
方
」

と
検
索
し
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
無
症
状
感
染
者
が
多
く
、
自
分

で
気
づ
か
な
い
う
ち
に
大
切
な
人

や
ま
わ
り
に
う
つ
し
て
し
ま
う
例

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
「
も
し
も

自
分
が
無
症
状
感
染
者
だ
っ
た
ら

…
」
と
い
う
意
識
で
行
動
し
、
こ

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成

金

（
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
、

職
場
意
識
改
善
コ
ー
ス
）

の
特
例

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
新

規
で
導
入
す
る
中
小
企
業
や
病
気

休
暇
制
度
や
、
お
子
さ
ま
の
休
校
・

休
園
に
関
す
る
特
別
休
暇
制
度
を

整
備
し
、
従
業
員
が
安
心
し
て
休

め
る
環
境
を
整
備
す
る
中
小
企
業

に
対
し
て
取
組
の
実
施
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
助
成
金

で
す
。
ご
相
談
は
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー

ス
は
テ
レ
ワ
ー
ク
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
、
職
場
意
識
改
善
コ
ー
ス
は
神

奈
川
県
雇
用
環
境
・
均
等
部
に
な

り
ま
す
。

そ
の
他
の
支
援

そ
の
他
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
等
で
も

支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

横
須
賀
市
Ｈ
Ｐ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
う
緊
急

対
策
に
つ
い
て
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
通
過
後
に
は

国
の
補
正
予
算
通
過
後
に
は
、

国
、
県
、
市
の
様
々
な
助
成
金
・

補
助
金
等
が
加
わ
り
ま
す
。

持
続
化
給
付
金

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
特
に
大

き
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対

し
て
、
事
業
の
継
続
を
下
支
え
し
、

再
起
の
糧
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

事
業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付
金

業
を
対
象
に
「
信
用
保
証
料
の
全

額
補
助
（
上
限
な
し
）
」
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号

は
前
年
比
20
％
以
上
の
売
上
減
、

セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
５
号
は
前
年

比
５
％
以
上
の
売
上
減
が
認
定
の

要
件
と
な
り
ま
す
。
融
資
限
度
額

８
千
万
円
と
な
り
、
返
済
期
間
は

10
年
以
内
（
据
え
置
き
期
間
１
年

以
内
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
込

先
は
融
資
取
扱
金
融
機
関
と
な
り

ま
す
。

無
利
子
・
無
担
保
融
資

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
商
工

組
合
中
央
金
庫
に
お
い
て
、
実
質

無
利
子
（
３
年
間
）
・
無
担
保
と

な
る
、
現
段
階
で
一
番
有
利
な
融

資
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
前
年
比
５
％
以
上
の
売
上

減
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は

各
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

小
学
校
等
休
校
で
労
働
者
が
有

給
休
暇
取
得
の
場
合
、
上
限

8330
円

を
上
限
に
賃
金
相
当
額
を
助
成
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
先
は
学
校

等
休
業
助
成
金
・
支
援
金
等
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

雇
用
調
整
助
成
金
は
、
経
済
上

の
理
由
に
よ
り
事
業
活
動
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、

労
働
者
に
対
し
て
一
時
的
に
休
業
、

教
育
訓
練
又
は
出
向
を
行
い
、
労

働
者
の
雇
用
の
維
持
を
図
っ
た
場

合
に
、
休
業
手
当
、
賃
金
等
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
休
業

等
助
成
は
一
人
１
日
上
限

8330
円
ま

で
と
な
り
、
助
成
率
は
、
企
業
規

模
・
雇
用
状
況
で
変
動
し
ま
す
。

国
・県
・市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
に
対
す
る
緊
急
経
済
対
策

様
々
な
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
戦
い
は
長
期
戦
に
な
る
こ
と

も
想
定
し
て
、
自
ら
の
生
活
を
守

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
在
受

け
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
助
成
金
・
給
付
金

等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
収
入
減
少
が
あ
っ

た
世
帯
の
資
金
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

の
緊
急
小
口
資
金
及
び
総
合
支
援

資
金(

生
活
支
援
費)

に
つ
い
て
、

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

休
業
で
家
計
が
維
持
で
き
な
い

場
合
は
、
緊
急
小
口
資
金
と
し
て

貸
付
上
限
10
万
円
（
特
別
な
場
合

は
20
万
円
）
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
失
業
で
家
計
が
維
持
で
き

な
い
場
合
は
、
総
合
支
援
資
金
と

し
て
、
単
身
15
万
円
ま
で
、
複
数

は
20
万
円
ま
で
の
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
窓
口
は
横
須
賀
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
な
り
、
ご
相
談
は

完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
金
繰
り

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

感
染
症
の
流
行
を
終
息
さ
せ
る

ま
で
の
間
、
事
業
の
継
続
、
雇
用

の
維
持
の
た
め
の
資
金
確
保
が
最

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
横
須
賀
市

中
小
企
業
制
度
融
資
（
経
済
変
動

対
策
資
金
）
を
利
用
す
る
中
小
企

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
て
、
政
府
は
4
月

７
日
に
神
奈
川
県
を
含
む
７
都
府

県
に
緊
急
事
態
を
宣
言
し
ま
し
た
。

医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
横
須
賀

で
感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

全
力
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
立
ち

向
か
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

横
須
賀
市
で
は
、
除
菌
効
果
が

期
待
で
き
る
次
亜
塩
素
酸
水
の
無

料
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
消
毒
液

が
手
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
、
よ
こ
す
か
自
民
党
が

一
丸
と
な
っ
て
市
に
要
望
し
た
結

果
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
迅
速

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
横
須
賀

市
役
所
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

私
が
大
臣
を
務
め
る
環
境
省
は

感
染
性
廃
棄
物
の
処
理
も
担
当
で

す
。
現
在
、
廃
棄
物
処
理
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
私
た
ち
の

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
収
集
と
い

う
日
常
生
活
を
支
え
る
仕
事
は
も

の
難
局
を
と
も
に
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
市
議
会
議
員
・
県

議
会
議
員
・
国
会
議
員
が
一
体
と

な
り
、
皆
さ
ん
の
不
安
を
払
拭
で

き
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
様
々
な
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

自
民
党
横
須
賀
市
連
合
支
部

常
任
顧
問

環
境
大
臣
兼

原
子
力
防
災
担
当
大
臣

衆
議
院
議
員

小
泉
進
次
郎

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
に
よ
り
、
平
穏
な
市
民
生

活
は
一
転
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛

や
、
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
は
店

舗
や
施
設
の
使
用
制
限
も
か
け
ら

れ
る
状
況
の
中
、
生
活
の
維
持
、

店
舗
や
施
設
の
存
続
も
危
機
的
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
律
一
人
10
万
円
給
付

政
府
は
「
一
律
一
人
あ
た
り

10
万
円
」
の
現
金
給
付
を
決
定
し

ま
し
た
。
具
体
的
な
給
付
方
法
は
、

補
正
予
算
通
過
後
に
示
さ
れ
る
た

め
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う

や
っ
て
支
給
す
る
の
か
が
不
明
で

す
が
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
自

治
体
と
し
て
横
須
賀
市
が
事
務
執

行
に
取
り
組
み
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
だ
け
円
滑
に
皆
様
に
現
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
。

よこすか自民党 号外版 令和2年4月号

環境省

マスクの

捨て方

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
売
上
が
前
年

同
月
比
で

50
％
以
上
減
少
し
て
い

る
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
等
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
中
小
企
業
で

200
万
円
、
個
人
事
業
主
で

100
万
円

と
な
り
ま
す
。

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

感
染
症
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

県
の
要
請
や
依
頼
に
応
じ
て
、
休

業
や
営
業
時
間
の
短
縮
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
中
小
企
業
、
個
人
事

業
主
に
対
し
、
協
力
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
基
本
額
が

10
万
円
と
な

り
、
条
件
に
よ
り
最
大

30
万
円
ま

で
給
付
さ
れ
ま
す
。

生
活
支
援
臨
時
給
付
金

感
染
症
の
影
響
を
受
け
収
入
が

減
少
し
、
事
態
収
束
も
見
通
せ
ず

に
日
々
の
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

方
々
に
対
し
、
迅
速
に
、
手
厚
い
、

思
い
切
っ
た
支
援
の
手
を
差
し
伸

べ
る
観
点
か
ら
、
休
業
等
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
世
帯
に
対
し
て
、
生
活
維
持

の
た
め
に
行
う
臨
時
の
支
援
で
す
。

感
染
症
緊
急
対
策
基
金

横
須
賀
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
行

う
た
め
、
新
た
に
10
億
円
の
（
仮

称
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
対
策
基
金
を
創
設
し
、
市

と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も

そ
の
他
、
公
共
料
金
や
家
賃
、

携
帯
料
金
な
ど
の
支
払
い
猶
予
な

ど
の
支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
各
契
約
先
等
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月
20
日
時
点
）

横須賀市

緊急対策

横須賀市

社会福祉

協議会
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手
・
指
の
除
菌
液
を

無
料
で
配
り
ま
す

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の

除
菌
液
が
薬
局
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
棚
か
ら
消
え
、
皆
様
も

不
安
と
闘
い
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

横
須
賀
市
は
「
次
亜
塩
素
酸
水

(

除
菌
液
）
」
と
い
う
人
体
に
安

全
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
殺
菌

効
果
の
高
い
除
菌
水
を
、
市
役
所

や
体
育
館
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
無

料
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
亜
塩
素
酸
水
と
は

次
亜
塩
素
酸
水
は
塩
酸
や
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
電
気
分
解

し
て
つ
く
ら
れ
る
酸
性
の
液
体
で

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
に
高

い
効
果
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ニ
や
花
粉
に
含
ま
れ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ

す
「
ア
レ
ル
物
質
」
の
除
去
に
も

高
い
効
果
を
示
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
平
成

14
年

か
ら
食
品
添
加
物
と
し
て
認
め
て

お
り
、
食
品
に
対
す
る
高
い
殺
菌

効
果
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

注
意
：
漂
白
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
次
亜

塩
素
酸
ソ
ー
ダ
と
は
異
な
り
ま
す
。

漂
白
剤
な
ど
を
希
釈
し
た
も
の
で

手
指
消
毒
な
ど
を
行
う
こ
と
は
危

険
で
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

微
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水

市
が
配
布
を
開
始
し
た
次
亜
塩

素
酸
水
は
pH
５
～
6.5
の
微
酸
性

の
水
溶
液
で
、
塩
素
濃
度
は
30

ppm
程
度
と
な
り
ま
す
。

手
洗
い
な
ど
に
も
使
用
で
き
る

安
全
性
の
高
い
除
菌
水
で
、
口
に

入
っ
て
も
危
険
が
な
く
、
手
指
に

直
接
ス
プ
レ
ー
し
た
り
、
布
に
浸

し
て
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
拭
き
取
り

使
用
し
ま
す
。
歯
医
者
さ
ん
の
う

が
い
薬
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
濃
度
で
あ
れ
ば
、
超
音
波

加
湿
器
や
ス
プ
レ
ー
で
部
屋
全
体

の
空
間
除
菌
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

注
意
：
皮
膚
が
敏
感
な
方
は
使
用

に
際
し
て
十
分
な
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
専
用
の
加
湿
器

以
外
で
は
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

配
布
方
法

今
回
、
横
須
賀
市
で
は
、
こ
の

次
亜
塩
素
酸
水
を
生
成
で
き
る
専

用
機
器
を
購
入
し
、
継
続
し
て
供

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
市
内
在
住
の
方
で
、
一

日
に
お
配
り
で
き
る
量
は
お
一
人

500
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

キ
レ
イ
な
容
器
、
ス
プ
レ
ー
ボ

ト
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
、

500

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
容
器
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
亜
塩
素
酸
水
は
紫
外

線
に
弱
く
、
直
接
日
光
に
当
て
る

と
、
す
ぐ
に
水
に
変
化
し
て
し
ま

手
・
指
の
除
菌
液
の
無
料
配
布

医
療
体
制
の
負
荷

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
県
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
、
相
談
・
検
査
・
専
門
医

療
の
提
供
な
ど
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

突
然
爆
発
的
に
患
者
が
急
増
（
オ
ー

神
奈
川
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

500ｍｌ容器を持参してください

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）
す
る
事
態
に
備

え
る
た
め
の
対
応
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
起
こ
る

と
医
療
提
供
体
制
に
過
剰
な
負
荷

が
か
か
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
だ
け
で
な
く
、
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ほ
か
の
医
療
提
供
体
制
に
も
多
く

の
影
響
を
与
え
る
「
医
療
崩
壊
」

を
招
き
ま
す
。

神
奈
川
モ
デ
ル

新
た
な
医
療
体
制
「
神
奈
川
モ

デ
ル
」
で
は
、
無
症
状
・
軽
症
の

方
に
治
療
い
た
だ
く
た
め
の
宿
泊

療
養
施
設
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
は
三
浦
郡
葉
山
町
の
湘

南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま

す
。
約

100
室
の
部
屋
が
あ
り
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
24
時
間
常
駐

し
、
看
護
師
は
日
中
滞
在
、
夜
間

に
つ
い
て
は
電
話
対
応
で
き
る
体

制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
内
は
感
染
症
に
関
す
る
専
門

家
の
指
導
に
基
づ
き
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４

月
20
日
か
ら
、
ア
パ
ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ト
横
浜
ベ
イ
タ
ワ
ー
に
つ

い
て
も
新
た
に
受
け
入
れ
施
設
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

神
奈
川
県
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

も
し
自
分
の
体
調
に
違
和
感
を

お
ぼ
え
た
時
、
自
分
の
環
境
に
不

安
が
あ
る
時
な
ど
、
誰
に
相
談
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
際
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
分
に
合
っ
た
情

報
を
得
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

L
I
N
E
の
友
達
登
録
を
し
て

体
調
や
年
齢
、
持
病
な
ど
を
入
力

す
る
と
一
人
ひ
と
り
の
体
調
や
周

囲
の
状
況
に
合
わ
せ
て
適
切
な
情

報
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

LINE

パーソナル

サポート

党
本
部
及
び
首
相
官
邸

に
要
望
書
を
提
出

自
民
党
神
奈
川
県
連
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
不
安
の
声
の
払
拭
に
向
け
、
政

務
調
査
会
委
員
ら
を
主
た
る
メ
ン

バ
ー
と
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し

て
、
県
連
に
所
属
す
る
県
議
ら
を

通
じ
、
各
地
域
の
声
や
行
政
・
医

療
機
関
、
企
業
経
営
者
、
商
店
主

な
ど
か
ら
の
要
望
内
容
の
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
３
月
27
日
に
自

由
民
主
党
本
部
並
び
に
首
相
官
邸

に
対
し
、
第
一
回
目
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

よ
こ
す
か
自
民
党
も

よ
こ
す
か
自
民
党
と
し
て
も
、

緊
急
経
済
対
策
や
子
ど
も
保
育
に

関
す
る
省
庁
を
ま
た
が
る
不
公
平

の
解
消
に
つ
い
て
、
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
さ

ら
に
事
態
は
急
変
し
て
い
ま
す
。

第
二
回
目
の
要
望
に
向
け
て
、

・
保
育
所
に
対
す
る
要
請
の
明
確

化・
保
育
所
・
学
童
保
育
の
負
担
軽

減・
感
染
者
情
報
の
明
確
化

・
米
海
軍
感
染
者
情
報
の
提
供

・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導

の
早
期
実
現

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
仮

称
）
の
増
額

・
小
規
模
飲
食
店
に
対
す
る
休
業

要
請
と
保
障
の
確
保

・
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
損
失
補

償・
廃
業
や
創
業
し
た
て
の
事
業
者

に
対
す
る
補
助

な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
神
奈
川
県

連
に
提
出
し
ま
し
た
。

４
月
中
に
は
、
第
二
回
要
望
と

し
て
党
本
部
及
び
首
相
官
邸
に
要

望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。引

き
続
き
、
よ
こ
す
か
自
民
党

は
、
市
民
の
声
を
国
政
に
届
け
ま

す
。

党
本
部
へ
要
望

よ
こ
す
か
自
民
党

常
任
顧
問

小
泉
進
次
郎

常
任
顧
問

牧
島
功

常
任
顧
問

竹
内
英
明

支
部
長

田
辺
昭
人

幹
事
長

大
野
忠
之

総
務
会
長

渡
辺
光
一

政
調
会
長

西
郷
宗
範

青
木
哲
正

青
木
秀
介

松
岡
和
行

加
藤
眞
道

南
ま
さ
み

山
本
け
ん
じ
ゅ

田
中
洋
次
郎

大
貫
次
郎

う
の
で
、
液
体
は
冷
暗
所
で
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使
用
期

限
は
２
週
間
か
ら
４
週
間
と
な
り

ま
す
の
で
、
無
く
な
っ
た
方
は
改

め
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

横
須
賀
市
役
所
共
用
倉
庫
前
で

は
毎
日
配
布

北
体
育
会
館
、
南
体
育
会
館
、

西
体
育
会
館
で
は
平
日
に
お
配
り

し
ま
す
。

時
間
は
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩

素
酸
水
と
い
っ
た
除
菌
液
は
、
あ

く
ま
で
も
手
洗
い
で
き
な
い
時
の

代
替
品
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
手

洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
お
す
す
め
の
医
師

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ホ
か

ら
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
最
新
情

報
を
知
る
こ
と
も
、
感
染
防
止
策

を
動
画
で
確
認
す
る
こ
と
も
出
来

る
大
変
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

よこすか

自民党

ＨＰ


